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１．はじめに

　韓国語学習において発音規則を学ぶことは，円滑なコミュニケーションのために不可欠で
ある。学習者が韓国語の音韻体系（phonological system）を理解して母音と子音を正確に発
音できたとしても，文字表記と実際の発音が必ずしも一致しないため，音韻規則（phonological 

rule）を適切に適用して発話する必要がある。外国語としての韓国語教育分野では，文字表
記通りに発音しない場合に適用される規則を発音規則1）と呼び，学習初期から指導している。
しかし，規則の種類が多く，同じ音声環境でも規則の適用が異なる場合があるなど，発音規
則の理解と習得は学習者にとって大きな負担となる。
　韓国語の発音規則に関する研究は様々な方面から進められてきた。その中で，朴他（2007, 

2008）及び朴（2014）は実態調査を行い，発音規則に対する知識の有無と発音への適用程度
を関連づけて検討した。本研究では先行研究の結果を踏まえ，実践的な側面から教育現場で
発音ガイドとして用いられている発音表記の提示が学習者の発音改善にどれほど効果的に機
能するのかを検討する。具体的には，先行研究に基づいて選定された発音規則を対象に学習
者音声を収集し，発音表記の提示前後において学習者がそれぞれの規則をどれほど適用して
いるのか，また，発音の誤り傾向に変化が現れるのかを分析して考察する。さらに，学習者
音声に対して音響分析を行い，客観的な観点から発音に見られる特徴を調べる。本研究で得
られた知見は，韓国語の音声教育における学習支援ツールの開発や発音指導法の具現化に寄
与することが期待される。

２．先行研究

　韓国語の発音規則に関する研究には，学習の必要性，学習項目の選定，指導順序及び方
法，発音の実態を分析したものが見られる。 （2004）は発音規則に関する研究が軽視
されていると指摘し，発音規則の効果的な指導のためには学習項目の選定と指導順序の提示
が必要であると述べた。中和や濃音化など10種類の発音規則を学習項目として選定し，他
の発音規則を理解するための基礎知識となるもの，規則の内容が複雑でないもの，出現頻度
が高いものを先に指導すべきであると主張した。 （2010）は実際の教育現場で使用さ
れている教材を分析し，学習が必要な発音規則の種類と提示順序を示した。発音の難易度と
出現頻度を考慮し，初級段階の授業で扱うべき７種類の発音規則を選定した。これらは，連
音化， 脱落，濃音化，鼻音化，激音化，口蓋音化，流音化の順で指導すべきであり，反復
練習よりも文の構造を利用するなど，意味の疎通を考慮した指導が必要であると強調した。

（2011）は韓国語を学んでいる中国語母語話者を対象に，発音規則の適用状況を調べ
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る実態調査を行った。その結果，出現頻度の高い発音規則は習得しやすい一方で，学習して
も母語の影響を受けて習得が困難な発音規則があることを報告した。 他（2007）は日
本語母語話者を対象に韓国語の発音規則の適用時に見られる誤り傾向について検討した。そ
の結果，ほとんどの発音規則において学習レベルによる発音の誤り率に統計的な有意差が確
認されなかった。これは，日本語母語話者が韓国語の発音規則を運用することの難しさがう
かがえる結果と言える。朴他（2007, 2008）及び朴（2014）では日本語母語話者を対象にア
ンケート調査と発音実験を実施し，発音規則に対する知識の有無を確認するとともに，韓国
語母語話者に学習者の発音を評価してもらった。さらに，音響分析を行い，学習者音声に見
られる音響的特徴を母語話者による評価と関連づけて考察した。これらの研究は，韓国語の
発音規則に関して規則に対する知識の有無と発音への適用時に見られる特徴の両面から検討
した点や，客観的なデータとして音響分析の結果を示した点で評価できる。本研究では先行
研究の結果を踏まえ，実践的な側面から教育現場で発音ガイドとして使用されている発音表
記の提示によって学習者の発音にどのような変化が現れるのかを分析して考察する。これに
より，学習者音声に対する理解が深まり，それに基づいて指導内容を充実させることが可能
になると考えられる。

３．方法

3.1.　実験対象
　本実験の対象は，島根県内の大学で2017年度後期に第二外国語として韓国語の授業2）を受
講していた40名の学習者3）（男性20名，女性20名）である。学習者の平均年齢は19.4歳（標
準偏差 : 0.4）である。一方，学習者音声と比較する目的で16名（男性８名，女性８名）の
韓国語母語話者の音声データを収集して分析を行った。韓国語母語話者の平均年齢は22.9歳
（標準偏差：2.7）であり，全員がソウル方言話者である。

3.2.　資料
　本実験では，学習項目について議論した先行研究（  2004;  2010）を参考4）に
して，連音化，濃音化，激音化， 脱落，鼻音化，流音化，中和の発音規則5）を選定した。
これらの発音規則については，有意味語を用いて発話目録を作成し，発音実験で使用した。
発話目録の構成は表１の通りである。
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表１．発話目録の構成

発音規則 作成基準 数
連音化6） [ ] パッチム ×２語  2

濃音化7） [ ] , , , , ×２語 10

激音化8） [ ] , , , ×２語  8

脱落9） [ ] ×２語  2

鼻音化10） [ ] , , ×２語  6

流音化11） [ ] ×２語  2

中和12）

[ ] , ×２語

23
[ ] , , , , , ×２語
[ ] 13） ×１語
[ ] , , ×２語

　韓国語の発音表記に関しては，1971年にハングル音声文字が考案され，普及している（
 1996）。音声転写では，“［ ］” 内にハングルで表記し，発音の微細な変化を示すために

区別符号（diacritics）が使用される。一方，教育現場での発音表記はハングルを基盤として
おり，区別符号を使用しないのが一般的である。実験では教育現場で一般に用いられている
発音表記を提示した。

3.3.　手続き
　データの収集は１年間の韓国語学習が終了する時期である2018年１月に実施した。音声
の収録は静穏な室内で行った。録音に使用した機材は Shure社製のマイク（SM58）と
TEAC Corporation製の録音機（TASCAM HD-P2）である。学習者の発話音声はサンプリン
グレート48kHz，16bit，モノラルで収録した。音声の編集には Adobe Inc.製の Adobe 

Audition CS5.5を使用した。

図１．発話目録の提示例

　図１は発音実験で用いた発話目録の提示例である。学習者は１名ずつ入室し，（A）のパ
ワーポイントで作成された発話目録の有意味語を実験者が無作為順序で提示すると，それぞ
れを３回ずつ，ポーズを置いて発音した。提示の際には，ハングル文字とともに日本語訳も
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併記し，それらが有意味語であることを示した。（A）の収録が終了した後，学習者は５分
程度休憩を取り，その後，（B）の発音表記に従って発音した。収録時間は学習者によって
異なり，１名当たり30分前後であった。

3.4.　分析
　発音実験で収集した学習者音声に対して韓国語母語話者による評価を行い，判定率を算出
した。この際に，評価者間信頼性（inter-rater reliability）を検討するために Fleissのカッパ係
数を求めた。発音表記の提示前後で発音規則の適用程度に差があるかどうかを調べるために
は，Wilcoxonの符号付順位検定を用いた。統計分析には SPSS 29.0を使用した。なお，収集
した音声データに対しては PENTAX Medical社製のMulti-Speech Model 3700（version 3.4.1）
を用いて音響分析を行った。分析結果において小数点以下の桁数を揃えると，分析項目に
よっては結果が同じように見える場合があった。そこで，本稿では結果をより明確に示すた
めに，分析ごとに小数点以下の桁数を適切に調整した。

４．結果及び考察

4.1.　発音表記の提示前後における発音規則の適用程度
　発音評価で用いた学習者音声は発音実験で収集したものである。韓国語母語話者の評価者
には計12,720例14）の学習者音声を評価してもらった。評価者は，韓国の大学院で「外国語と
しての韓国語教育」を専攻した３名のソウル方言話者である15）。評価者には，韓国語全般に
関する知識だけでなく，韓国語の音声に関しても評価に必要な知識を持っていることを確認
している。
　発音実験で収集した学習者音声は Adobe Audition CS5.5を利用して１語ずつ切り取り，
wavファイルとして保存した。また，学習者と評価音声の順番を html形式のファイルで作
成した。html形式で作成されたファイルを開いて学習者番号をクリックすることで，該当
する学習者の音声ファイルが提示される仕組みとなっている。評価する学習者の順番はアル
ファベット順であったが，男性と女性の音声を交互に配置した。
　表２は評価シートの一部であり，韓国語で作成されたものを日本語に訳している。まず，
評価者には，評価対象の「？」の部分に注目するよう指示した。評価者は学習者の発音を２

回ずつ聞いた後，その音声が選択肢の中のどの音声に聞こえるのかを判定した。選択肢にな
い音声が聞こえた場合には，「その他」の欄に聞き取った音声を直接記入した。表２の「✔」
は，評価者が学習者の発音を聞いてその音声が「鼻音化の規則を適用して [ ] と発音し
ている」と判定したことを意味する。評価が終了した後，学習者ごと，また発音規則ごと
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に，判定された比率を求めた。

表２．評価者による学習者音声の評価例

評価対象 [ ], [ ] [ ] その他
✔ [　　　　]

　韓国語母語話者の評価者３名の評価がどれほど一致するのかという評価者間信頼性を検討
するために，評価者による学習者音声の評価結果を基に，Fleissのカッパ係数16）を求めた。
その結果，κ = 0.516以上であり17），適度（moderate）以上の一致を示した。そこで，韓国語
母語話者の評価において一定の信頼性が確保されていると判断し，次の分析に進むことにし
た。

図２．発音表記の提示前後における発音規則の適用程度

　図２は，発音表記の提示前後において発音規則をどれほど適用しているのかを調べた結果
である。まず，発音表記の提示前において他の発音規則より適用率が高かった連音化， 脱
落の結果を見ると，両規則ともに85.7％以上の適用率を示しており，提示後にはさらに適用
率が上昇している。この結果から，学習者は韓国語を学習し始めて１年が経過した時点で，
これらの発音規則を安定的に適用しており，発音表記を提示することで発音の精度が向上し
たと考えられる。次に，濃音化，中和の規則を見ると，前述の連音化， 脱落に比べて適用
率は低いものの，発音表記の提示前に62.1％と68.4％の適用率を示しており，ある程度はこ
れらの規則を適用している様子である。しかし，提示後における適用率は73.4％と81.2％で
あり，他の発音規則に比べて低い方である。これは，発音表記の提示だけでは解決できない
適用上の問題が存在することを示唆しており，その原因については誤り傾向の側面から詳し
く調べる必要がある。最後に，発音表記の提示前の適用率が33.4％以下であった鼻音化，流
音化，激音化の結果を見ると，発音表記の提示後において最も注目すべき変化が見られた。
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鼻音化と流音化の場合，提示前に「規則を適用している」と判定されたのは３回中１回未満
の割合であったが，提示後には適用率が98.6％と95.1％に達し，ほとんどの発音が「規則を
適用している」と判定されている。この結果から，鼻音化と流音化の規則に関しては，学習
開始から１年が経過した時点では規則の適用が困難であるが，発音表記を提示することで発
音の改善が期待できる規則であると考えられる。一方，激音化の結果を見ると，発音表記の
提示前は鼻音化，流音化と同程度の適用率であるが，提示後も２回中１回程度の割合で「規
則を適用していない」と判定されている。この評価については，後述する音響分析の結果を
基に原因を明らかにする。
　発音表記の提示前後における適用率の差が統計的に有意であるかどうかを調べるために，
Wilcoxonの符号付順位検定を行った。その結果，すべての発音規則において有意差が認め
られた18）。この結果は，発音規則の学習において発音表記が効果的に機能していることを示
唆している。

4.2.　発音規則の適用時に見られる誤り傾向
　本研究では発音規則の適用率に加えて，各規則を発音に適用する際に現れる誤りについて
も調査を行った。さらに，音響分析を実施し，学習者音声に見られる特徴を韓国語母語話者
のものと比較した。以下に，発音規則ごとの分析結果を詳細に述べる。
⑴　連音化
　表３は，連音化の規則における適用率と誤り率をまとめたものである。誤り傾向を見る
と，提示前には「濃音で発音している」（例： [ ] → [ ]19）），「発音規則を適用せ
ずに音節ごとに発音している」（例： [ ] → [ ], [ ]）と判定された例が見られるが，
発音表記の提示後にはこれらの誤りが目立たなくなっている。なお，「その他」に分類され
る発音の誤りには「激音で発音している」（例： [ ] → [ ]）や「子音脱落」（例：

[ ] → [ ]）などが含まれている。

表３．連音化の適用程度と誤り傾向

区分
判定率20）[%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 85.7（28.4） 93.9（15.0）
　誤りの種類
　濃音で発音している 7.4（18.1） 2.9　（6.3）
　音節ごとに発音している 4.9（20.8） 0.6　（2.5）
　その他 2.1　（4.7） 2.6（10.4）
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　連音化の発音規則の適用において，誤りと判定された学習者音声の例を取り上げて音響分
析を行い，韓国語母語話者の音声と比較した。

図３．連音化規則の実現様相（  [ ]）

　図３は，連音化の規則を適用した音声におけるスペクトログラムの分析結果である。（A）
の韓国語母語話者の音声における結果を見ると，第１音節の音節末子音を第２音節の母音と
連結して発音している様子である。この際に，閉鎖子音の開放に先立って声帯振動が始まっ
ていることを表すボイスバーが観察されており，閉鎖子音は母音間で有声音として実現され
ている。これに対して，（B），（C），（D）は韓国語母語話者の評価者によって誤りと判定さ
れた学習者音声の例である。まず，（B）は評価者３名全員が「規則を適用せずに音節ごと
に発音している」と判定した例であり，第２音節には母音フォルマントのみが観察される。
この結果は，学習者が第１音節の音節末子音と後続母音をつなげて発音していないことを意
味する。次に，（C）と（D）は３名の評価者によってそれぞれ（C）「濃音に聞こえる」と
（D）「激音に聞こえる」と判定された例である。これらの音声では，第２音節において閉鎖
子音の開放によるバースト区間が共通して見られる。一方，閉鎖の開放によるバーストから
声帯振動が始まるまでの時間は有声開始時間（voice onset time，以下 VOT）と呼ばれる
（Lisker & Abramson 1964）。韓国語の閉鎖音と破擦音は平音・濃音・激音という３項対立を
成しており，濃音と激音の対立を支える音響的特徴として VOTが挙げられる。この VOT

は子音の出現位置を問わず，激音が濃音よりも長い特徴がある。（C）と（D）において，閉
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鎖の開放から後続母音の声立てまでの時間，すなわち VOTを見ると，（D）が（C）より長
く実現されている。この結果から，韓国語母語話者の評価者は（C）を「濃音に聞こえる」
と判定し，（D）を「激音に聞こえる」と判定したと推測される。ここで注目すべき点は，
韓国語母語話者の評価者が学習者の発音を評価する際に，単に音節末子音を後続母音と合わ
せて発音しただけでは「連音化の規則を適用している」という判定にならないことである。
学習者の発音評価においては，後続母音と合体された子音の質も評価の対象になっているの
である。以上のことから，連音化規則については，有声音化も考慮しつつ，該当子音が濃音
か激音にならないように指導する必要があると思われる。
⑵　濃音化・激音化
　表４は，濃音化の規則における適用率と誤り率を示している。誤り率を見ると，発音表記
の提示前後で「規則を適用せずに音節ごとに発音している」（例： [ ] → [ ], [ ]），
「その他」の順に高い。「その他」に分類される学習者の発音には，３項対立を成す閉鎖音と
破擦音において，濃音化の規則を適用すべき音声を「激音で発音している」（例：
[ ] → [ ]）と判定された例が，提示前（13.4％）と提示後（10.9％）にいずれも高い
割合を占めているのが特徴的であった。

表４．濃音化の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 62.1（20.9） 73.4（24.0）
　誤りの種類
　音節ごとに発音している 21.5（17.5） 15.1（16.5）
　その他 16.4（16.7） 11.5（16.4）

　表５は，激音化の規則における適用率と誤り率をまとめたものである。誤りの種類を見る
と，「 を脱落させている」（例： [ ] → [ ]）を含め，「濃音で発音している」
（例： [ ] → [ ]）や「音節ごとに発音している」（例： [ ] → [ ], [ ]）
など，誤りが多岐にわたる。特に注目すべき点は，「音節ごとに発音している」以外の誤り
が発音表記の提示後も依然として残っていることである。それゆえ，激音化に関しては，規
則が適用される音声環境を学習者に繰り返し説明して理解を促すとともに，発音の誤りを予
測してより積極的な指導が行われるべきであると考えられる。なお，「その他」に分類され
る発音の誤りには「子音脱落」（例： [ ] → [ ]）や「鼻音挿入」（例：
[ ] → [ ]）などがあった。
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表５．激音化の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 33.4（28.2） 55.9（24.5）
　誤りの種類
　 を脱落させている 30.9（26.9） 29.9（17.3）
　濃音で発音している 13.3（14.1） 13.8（16.0）
　音節ごとに発音している 13.0（19.5） 0.1　（0.4）
　その他  9.1（12.2） 0.3　（1.0）

　濃音化と激音化の両方で問題となるのは，学習者が濃音と激音を混同して発音する点であ
る。閔（2007）は韓国語母語話者が発音した２音節の複合語と，その複合語を構成する１音
節ずつの単独語を比較し，単独語に比べて複合語では先行音節の母音長の大幅な短縮と閉鎖
持続時間（closure duration，以下 CD）の生成が目立つと報告した。本研究では閉鎖音と破
擦音の発音に対し，閔（2007）を参考にして，第１音節母音（V1）の長さ，閉鎖持続時間
（CD），該当子音の VOT及び後続母音（V2）の基本周波数（fundamental frequency，以下

F0）を測定し21)，学習者音声を母語話者音声と比較して考察する。
　表６は，韓国語母語話者の音声における音響分析の結果である。各測定値22）を見ると，
CDは激音化の規則を適用した音声の方が濃音化の規則を適用したものよりやや短い。また，
激音化の規則が適用された子音は，濃音化の規則が適用されたものよりも VOTは長く，F0

は高い傾向が見られる。

表６．韓国語母語話者の音声における音響分析の結果

区分
平均値（標準偏差）

持続時間* VOT* F0**

V1 CD 該当子音 V2

男性
[n = 8]

濃
音
化

閉
鎖
音

両唇 87（17.9） 251（40.3） 16　（4.9） 111（11.9）
歯茎 66（15.6） 247（32.8） 13　（4.1） 108　（8.0）
軟口蓋 85（17.1） 248（35.1） 26　（5.5） 112　（9.3）

破擦音 82（20.1） 218（31.0） 69（11.1） 113（13.5）

激
音
化

閉
鎖
音

両唇 68（17.4） 202（37.2） 56（10.5） 120（17.7）
歯茎 90（18.0） 185（33.1） 61（11.4） 122（16.5）
軟口蓋 95（18.7） 197（24.5） 80（13.6） 123（17.7）

破擦音 94（18.4） 165（31.6） 99（18.0） 124（17.5）
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女性
[n = 8]

濃
音
化

閉
鎖
音

両唇 89（21.0） 245（15.9） 13　（3.7） 211（22.0）
歯茎 76（19.8） 258（20.8） 10　（1.6） 204（18.6）
軟口蓋 91（13.7） 249（16.9） 25　（4.9） 207（22.3）

破擦音 85（19.1） 247（19.8） 64（10.8） 208（19.7）

激
音
化

閉
鎖
音

両唇 76（22.5） 220（26.7） 55　（8.8） 229（25.6）
歯茎 93（20.2） 194（21.1） 56　（6.7） 224（25.1）
軟口蓋 96（17.2） 192（13.0） 74　（8.2） 228（26.3）

破擦音 94（29.1） 185（24.2） 92（10.8） 224（22.3）
単位：*ms23），**Hz

　表７は，学習者音声における音響分析の結果である。韓国語母語話者の評価者は，学習者
M05の発音に対してすべて「濃音で発音している」と判定し，学習者 F10の発音に対しては
すべて「激音で発音している」と判定した。まず，学習者M05の と [ ] における音
響分析の結果を，表６の男性の音声データと比較した。学習者M05の と [ ] におけ
る VOT値は，韓国語母語話者の発音で激音化の規則が適用された歯茎閉鎖音の VOT値
（61ms）よりもかなり短く，濃音化の規則が適用された歯茎閉鎖音の VOT値（13ms）に近
い。この結果から，韓国語母語話者の評価者は学習者の発音を聞いて激音化の規則を適用す
べき該当子音を「濃音で発音している」と判定したと思われる。次に，学習者 F10の と
[ ] における音響分析の結果を，表６の女性の音声における結果と比較した。学習者 F10

の と [ ] における VOT値は，いずれも母語話者の発音で激音化の規則が適用された
軟口蓋閉鎖音の VOT値（74ms）に近い。この結果から，評価者は学習者の発音を聞いて
「激音で発音している」と判定したと推測できる。

表７．学習者の音声における音響分析の結果

区分
持続時間* VOT* F0**

判定
V1 CD 該当子音 V2

M05
（男性）

濃音化
115 219  13 112

適用
[ ]  78 326  11 118

激音化
117 233  13 107

誤り
[ ]  98 264  12 120

F10
（女性）

濃音化
 62 302 102 232

誤り
[ ]  70 357  52 269

激音化
 85 269  59 246

適用
[ ] 118 280  74 259

単位：*ms，**Hz
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　ここで問題となるのは，発音表記を提示した後も学習者がその表記通りに発音しなかった
点である。学習者は発音表記を確認して表記通りに発音したつもりであるが，その発音を聞
いた評価者は別の音声として判定したわけである。これは，発音規則の学習とは別途に，学
習者が語中の濃音と激音を発音する際に発声（phonation）に問題が生じていることを意味す
る。濃音は喉頭部の緊張を伴う音であり，激音は語中で多少弱まった形で現れるものの（邊 

2017），帯気性を持つ無声の有気音である。学習者は濃音に対しては喉頭部を緊張させるこ
とに失敗し，激音に対しては帯気性の調節に失敗したため，韓国語母語話者は学習者の発音
を聞いて濃音と激音を混同して発音していると判定したと考えられる。それゆえ，教育現場
では，語中位置における濃音と激音の発音指導を十分に行う必要がある。
　本研究では，濃音化及び激音化の規則適用時に見られる上記以外の発音上の誤りについて
も音響分析を行った。以下に，その結果を韓国語母語話者の音声と比較分析して述べる。

図４．濃音化規則の実現様相（  [ ]）

　図４は，摩擦音における濃音化規則の実現様相を示している。（A）の母語話者音声にお
けるスペクトログラムの結果を見ると，第１音節と第２音節の間に広い範囲にわたる摩擦成
分が現れている。これに対して（B）には，第１音節と第２音節の間に閉鎖持続時間が見ら
れる。このため，韓国語母語話者の評価者は学習者の発音を聞いて，３名ともに「規則を適
用せずに音節ごとに発音している」と判定したと思われる。

図５．激音化規則の実現様相（ [ ]）
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　図５は，激音化の規則において誤り率が最も高かった「 を脱落させている」の判定例で
ある。（A）の韓国語母語話者音声における結果を見ると，第１音節の音節末子音が第２音
節の と融合して長い VOTを特徴とする激音で実現されている。これに対して（B）では，
前述の図３の（A）と似たようなボイスバーが観察される。これは，学習者が を脱落させ
ただけでなく，先行母音の音節末子音を後続母音と合わせて発音し，母音間で該当子音が有
声化していることを表している。そこで母語話者の評価者は３名ともに学習者が激音化の規
則を適用せず，「 を脱落させている」と判定したと考えられる。
⑶　 脱落
　表８は， 脱落における適用程度と誤り傾向を示している。誤り傾向としては，「 をそ
のまま添加して発音している」（例： [ ] → [ ]）と判定される例が見られた。な
お，「その他」に分類される発音には，一部の学習者の発音で の代わりに鼻音を挿入した
例（ [ ] → [ ]）があった。

表８． 脱落の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 92.5（20.3） 99.9　（0.9）
　誤りの種類
　 を添加している 5.4（18.6） ̶*

　その他 2.1　（9.4） 0.1　（0.9）
*該当例の出現率は０％である。

　 脱落と関連した誤り傾向の中で，「 を添加している」と評価された学習者音声を取り
上げて音響分析を行い，韓国語母語話者の音声に見られる特徴と比較検討した。以下にその
結果について述べる。

図６． 脱落規則の実現様相（  [ ]）



愛知大学　言語と文化　No. 51

114

　図６の（A）を見ると，韓国語母語話者は を脱落させて第１音節と第２音節を母音連続
で発音しているため，異なる母音の調音による母音フォルマントの変動だけが観察される。
これに対して（B）の学習者音声における結果では，第１音節と第２音節の間に声門摩擦音
の調音による摩擦区間が見られる。このことから，韓国語母語話者の評価者は学習者の発音
を聞いて「 を添加して発音している」と評価したと推測される。
⑷　鼻音化・流音化
　表９は，鼻音化の規則における適用程度と誤り傾向をまとめたものである。発音表記の提
示前の誤りは，「規則を適用せずに音節ごとに発音している」（例： [ ] → [ ], [ ]），
「子音を脱落させている」（例： [ ] → [ ]）の順に多かったが，発音表記の提示後
にはこれらの誤りが大幅に減少している。この結果から，鼻音化は発音表記を提示するだけ
で発音改善が大いに期待できる規則であると考えられる。なお，「その他」に分類される発
音の誤りには「母音を挿入している」（例： [ ] → [ ]）があった。

表９．鼻音化の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 23.3（29.5） 98.6  　（3.6）
　誤りの種類
　音節ごとに発音している 61.4（30.8） 1.1  　（3.5）
　子音を脱落させている 12.1（18.1） 0.3  　（1.0）
　その他 3.1（11.0） 0.024）（0.3）

　表10は，流音化の規則における適用率と誤り率を示している。流音化に関しては，前述
の鼻音化と同様に，発音表記の提示前において「規則を適用せずに音節ごとに発音してい
る」（例： [ ] → [ ], [ ]）との判定が圧倒的に多かった。しかし，発音表記の提示
後には，このような発音上の誤りはほとんど現れなかった。なお，「その他」には「該当子
音を脱落させている」（例： [ ] → [ ]）や「鼻音連続で発音している」（例：
[ ] → [ ]）と判定される例が見られた。

表10．流音化の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

規則を適用している 30.1（30.7） 95.1（14.5）
　誤りの種類
　音節ごとに発音している 63.1（31.0） 2.2　（6.6）
　その他 6.8（12.7） 2.6（12.1）
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　鼻音化と流音化の規則に関しては，発音が改善したと判定された学習者の音声を対象に音
響分析を行い，学習者音声に見られる音響的特徴を韓国語母語話者のものと比較した。

図７．韓国語母語話者NF06の音声における鼻音化と流音化の実現様相

　図７は，韓国語母語話者の音声における鼻音化と流音化の適用例を示している。鼻音は口
腔と鼻腔の分岐管ができた状態で調音されるため，スペクトログラム上には口腔エネルギー
だけが記録される。（A）のスペクトログラムの結果を見ると，第１音節の母音の後に先行
母音と比べてエネルギーの急激な減少が見られ，音節末の閉鎖子音が鼻音として実現されて
いる様子が確認できる。これに対して（B）では，第１音節の母音に続く子音の発音におい
て，（A）のようなエネルギーの減少は見られず，第１音節の母音と同程度のエネルギーが
維持されていることが分かる。これは，韓国語母語話者が第１音節の音節末鼻音を流音に変
えて発音していることを示す結果である。

図８．学習者 F13の音声における鼻音化の実現様相（  [ ]）

　図８は，発音表記の提示前に３名の評価者によって鼻音化規則の未適用が指摘されたが，
発音表記の提示後には「規則を適用している」と判定された学習者音声の例である。（A）
のスペクトログラムの分析結果を見ると，第１音節の母音に続いて無音区間が観察される。
これに対して（B）では，無音区間は見られず，上記の図７の（A）と同様に音節末の閉鎖
子音が鼻音として発音され，第２音節初頭の鼻音とつながっている様子が見られる。この結
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果から，評価者は学習者の発音が改善したと評価したと考えられる。

図９．学習者 F18の音声における流音化の実現様相（  [ ]）

　図９は，流音化規則に関して発音表記の提示後に発音が改善したと評価された学習者音声
の例を示している。（A）のスペクトログラムの分析結果では，第１音節と第２音節の間に
鼻音の調音による鼻音フォルマントが確認される。一方，（B）では鼻音よりも強いエネル
ギーの連続が観察され，第１音節の音節末鼻音が流音に変わって発音されている様子であ
る。この結果から，発音表記の提示後に評価者は「規則を適用している」と判定したと考え
られる。
⑸　中和
　表11は，中和の規則における適用程度と誤り傾向を調音位置ごとにまとめたものである。
調音位置別の結果を見ると，両唇音の適用率が最も高く，学習者は発音表記の提示前後にお
いて両唇位置の音節末子音を安定的に発音している。歯茎位置と軟口蓋位置の子音について
は，発音表記の提示前に歯茎音は軟口蓋音で，軟口蓋音は歯茎音で誤って発音する傾向が見
られ（例： [ ] → [ ]），提示後にもこの種の誤りが依然として残っている25）。これは，
学習者が明確な発音基準を持っておらず，隣接する調音位置の音と混同して発音した結果で
あると思われる。両唇位置と異なり，歯茎と軟口蓋の調音位置は観察が難しく，混同して発
音した可能性があるのである。それゆえ，歯茎と軟口蓋の調音位置については，中和の発音
規則を指導する前に，学習者が正しい発音基準を身につけるよう指導する必要がある。さら
に，歯茎位置の音節末子音に焦点を当ててみると，発音表記の提示前に子音の脱落率が高い
のが特徴的である。これは，歯茎位置の音節末子音で発音しないといけないパッチムの種類
が多いため，学習者が形だけでは発音を推測できず，回避の戦略として子音を脱落させた可
能性がある。なお，「その他」の発音には「音節末子音を鼻音で発音している」（例：
[ ] → [ ]）と判定される例があった。
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表11．中和の適用程度と誤り傾向

区分
判定率 [%]（標準偏差）
提示前 提示後

両唇 [ ]

規則を適用している 90.7（13.1） 95.1　（6.9）
　誤りの種類
　[ ] で発音している 4.7　（9.4） 2.4　（5.4）
　[ ] で発音している 2.0　（4.5） 1.7　（3.7）
　子音を脱落させている 0.8　（4.4） 0.1　（0.4）
　その他 1.8　（5.4） 0.7　（4.0）

歯茎 [ ]

規則を適用している 58.1（29.0） 76.1（24.6）
　誤りの種類
　[ ] で発音している 5.6　（9.2） 3.8　（7.5）
　[ ] で発音している 20.7（18.5） 15.9（20.1）
　子音を脱落させている 14.1（17.9） 4.0　（8.9）
　その他 1.5　（3.8） 0.2　（1.0）

軟口蓋 [ ]

規則を適用している 75.7（24.9） 83.1（24.9）
　誤りの種類
　[ ] で発音している 2.4　（6.0） 1.7　（3.4）
　[ ] で発音している 11.7（19.3） 8.8（20.3）
　子音を脱落させている 7.8（14.1） 4.4（12.5）
　その他 2.4　（8.5） 2.1　（6.2）

５．まとめ

　本研究では，韓国語の発音規則の学習において教育現場で発音ガイドとして使用されてい
る発音表記の提示が学習者の発音改善に効果的に機能するかどうかを検討し，考察した。具
体的には，発音表記の提示前後において学習者音声を収集し，学習者が各発音規則をどれほ
ど発音に適用しているのか，また，発音規則の適用時にどのような誤り傾向が見られるのか
を調べた。その結果は以下の通りである。まず，発音表記の提示前において他の規則より適
用率が高かった連音化， 脱落に関しては，提示後においてさらに適用率が上昇しており，
発音表記を提示することで発音の精度が高くなることを確認した。次に，濃音化，中和の規
則に関しては，前述の連音化， 脱落と比べて適用率は低いものの，発音表記の提示前にお
いてもある程度規則を発音に適用している様子であった。しかし，提示後には他の規則と比
べて発音の改善程度が相対的に小さく，発音表記を提示するだけでは解決できない問題が存
在することが見受けられた。最後に，発音表記の提示前の適用率が他の規則より低かった鼻



愛知大学　言語と文化　No. 51

118

音化，流音化，激音化の規則に関しては，発音表記の提示前後において最も注目すべき変化
が見られた。鼻音化，流音化の場合，提示前において３回中２回以上の割合で規則を適用し
ていないと判定されたが，提示後にはほとんどの発音が規則を適用していると判定された。
そこで鼻音化，流音化については，発音表記を提示することで発音の改善が大いに期待でき
る規則であると考察した。その一方，激音化の場合，発音表記の提示前の適用率が鼻音化，
流音化と同程度であったが，提示後にも２回中１回の割合で規則の未適用が見られた。そこ
で激音化に関しては，規則が適用される音声環境を繰り返し説明して理解を促すとともに，
発音の誤りを予測してより積極的な指導を行う必要があると述べた。
　今後は，本研究で明らかになった点を踏まえ，より範囲を広げて多くの発音規則に対して
学習者の音声を検討するとともに，発音規則と関連した音声学習の効果的な指導法を模索し
ていく必要があると考えられる。

付記

　本研究成果の一部は，科学研究費補助金（課題番号22K00777）の助成によるものである。

注

１） （2018）は音韻規則と発音規則はその内容と扱う範囲が異なると指摘し，外国語として
の韓国語教育において，表記上には現れない規則を「発音規則」として明示的に教える必要が
あると述べた。

２） 当該大学では，学習期間１年で前期（１コマ90分の授業を週２回，計30回実施）と後期（２

科目に対して科目ごとに１コマ90分の授業を週１回ずつ，計30回実施）において韓国語の授
業を行っている。

３） 出身地域別には，中国（27名），近畿（６名），九州（４名），関東（２名），四国（１名）で
ある。

４） （2010）が指摘したように，例えば鼻音化と言っても閉鎖音の鼻音化，流音の鼻音化な
どがあり，指導に際しては発音規則を細分化して体系的に提示する必要がある。本研究では，
発音規則が適用されるすべての音声環境を網羅しておらず，出現頻度の高さを考慮して発話目
録を作成した。

５） 発音規則の名称及び日本語訳については，油谷（2005）と金（2021）を参考にした。
６） パッチムの後に母音が続くと，パッチムは後続母音と合わせて発音される。
７） 音節末子音 [ , , ] に後続する , , , , は濃音で発音される。
８） , , , は と融合して激音で発音される。
９） パッチム の後に母音が続く場合， は発音されない。
10） 音節末子音 [ , , ] は鼻音の前で [ , , ] で発音される。
11） は流音の前後で流音で発音される。
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12） 阻害音は音節末の位置で [ , , ] で発音される。
13） 単語末にパッチム を持つ単語は だけである。
14） 発音表記の提示前（53語×3回発音×40名）と発音表記の提示後（53語×3回発音×40名）で

ある。
15） 男性１名（35歳）と女性２名（28歳，32歳）である。
16） Landis & Koch（1977）によると，カッパ係数は，< 0.00（poor），0.00‒0.20（slight），0.21‒0.40
（fair），0.41‒0.60（moderate），0.61‒0.80（substantial），0.81‒1.00（almost perfect）と解釈される。

17） 連音化（κ = 0.565），濃音化（κ = 0.516），激音化（κ = 0.542）， 脱落（κ = 0.925），鼻音化（κ 
= 0.849），流音化（κ = 0.719），中和（κ = 0.798）であった。

18） 連音化（p = 0.023），濃音化（p < 0.001），激音化（p < 0.001）， 脱落（p = 0.027），鼻音化（p 
< 0.001），流音化（p < 0.001），中和（p < 0.001）であった。

19） 矢印の右側は左側の誤用例を示す。
20） 小数点第二位を四捨五入しているため，合計が100％にならない場合がある。
21） VOTの測定は，閉鎖の開放から声帯振動の開始までの時間を確認することで行った。F0の測

定は，声帯振動が始まる時点で行った。
22） 朴（2014）でも韓国語母語話者の音声を対象に同様の音響分析を行っている。本研究の結果は
朴（2014）の数値と若干異なるものの，全体として同じ傾向にある。

23） millisecond（1/1000秒）
24） 小数点３桁まで表示すると，0.046である。
25） 例えば，[ ] を提示しても [ ] と発音する場合があった。
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